
『日本霊異記』「貸用寺息利酒不償死作牛役

償縁」  

 

 

【之】 

０１ 

怪之 

怪(あやし)びて 

 

寺家捉之 

寺家捉えて 

 

歳経之五年 

歳五年を経て 

 

以足踰之 

足を以て踰む 

 

牡答之 

牡答へて 

 

獨大怪之 

獨り大いに怪びて 

 

其斯謂之矣 

其れ斯れを謂ふなり 

 

 

【者】 

償其宿債者 

其の宿(むかし)の債を償う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


